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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第22期

第１四半期累計期間
第21期

会計期間
自 2024年１月１日
至 2024年３月31日

自 2023年１月１日
至 2023年12月31日

売上高 (千円) 2,887,730 10,583,810

経常利益 (千円) 226,696 681,915

四半期（当期）純利益 (千円) 138,577 390,488

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － －

資本金 (千円) 872,800 872,800

発行済株式総数 (株) 5,490,000 5,490,000

純資産額 (千円) 4,456,464 4,400,330

総資産額 (千円) 7,508,391 7,473,212

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 25.24 88.95

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 24.27 85.34

１株当たり配当額 (円) － 15.00

自己資本比率 (％) 59.4 58.9
 

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　３．当社は2023年12月15日に東京証券取引所スタンダード市場に上場したため、第21期の潜在株式調整後１株

当たり当期純利益については、新規上場日から第21期の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定

しております。

　　　４．当社は第21期第１四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、第21期第１四半期

累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前

第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。

 
(1)　経営成績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績を背景に株式市場が活況を呈し、雇用・所得環

境も改善が進みました。また、円安に伴う外国人観光客の急速な増加によるインバウンド需要の拡大等もあり、

景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、ウクライナ、中東での緊迫した情勢に加え、原材料・資源

コストの高騰、エネルギー価格の高止まり等を背景とした物価の上昇は継続しており、依然として先行きは不透

明な状況にあります。

外食産業におきましては、原材料、エネルギー、物流、人件費等の高騰や深刻な人手不足といったマイナス要

因は払拭できないでいるものの、経済活動の正常化に伴い人流が活発となったことや国内外旅行者の増加等によ

り、全体的な外食需要は着実に高まっております。

このような状況の中、当社は「日本の食文化と『おもてなしの心』で世界中を笑顔に！」を経営ビジョンと

し、「たくさんのお客様に『ありがとう』と言われるお店でありたい」を店舗理念に掲げ、全社一丸となって企

業価値の向上に努めてまいりました。

商品・販売施策につきましては、１月から２月にかけて「焼きめし定食半額祭」、春休み期間中は「春祭りお

子さまフェア」を実施いたしました。期間限定商品につきましては、１月に「野菜たっぷり塩タンメン」、２月

には「背脂ＴＫまぜそば」を販売し、多くのお客様にご好評いただきました。出退店の状況につきましては、２

月は京都府に「京都南インター店」を、３月は千葉県に「幕張インター店」を出店し、新店出店に合わせて各種

クーポン券を配布するなどして集客を図りました。この結果、ラーメン魁力屋137店舗（うち直営店105店舗、Ｆ

Ｃ加盟店等32店舗）、中食事業等10店舗の合計147店舗となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間における業績は、売上高2,887,730千円、営業利益216,563千円、経常利益

226,696千円、四半期純利益は138,577千円となりました。

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるためセグメントごとの記載はしておりません。

 
(2)　財政状態の状況

（資産）

当第１四半期会計期間末の資産合計は、7,508,391千円となり、前事業年度末と比較して35,179千円の増加とな

りました。流動資産は4,290,107千円となり、前事業年度末と比較して3,185千円の増加となりました。これは主

に、売掛金が24,426千円増加した一方で、預け金が9,184千円減少、原材料が8,723千円減少したこと等によるも

のであります。

固定資産は3,218,283千円となり、前事業年度末と比較して31,993千円の増加となりました。これは主に、新規

出店等により有形固定資産が58,807千円増加、敷金及び保証金が7,931千円増加した一方で、繰延税金資産が

33,251千円減少したこと等によるものであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末の負債合計は3,051,927千円となり、前事業年度末と比較して20,954千円の減少となり

ました。流動負債は2,086,108千円となり、前事業年度末と比較して47,145千円の増加となりました。これは主

に、未払金が207,692千円増加、賞与引当金が77,659千円増加した一方で、その他（未払費用等）が121,226千円

減少、未払法人税等が124,761千円減少したこと等によるものであります。

固定負債は965,818千円となり、前事業年度末と比較して68,099千円の減少となりました。これは主に、長期借

入金が71,479千円減少した一方で、その他（リース債務等）が2,227千円増加したこと等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産合計は4,456,464千円となり、前事業年度末と比較して56,133千円の増加とな
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りました。これは主に、四半期純利益138,577千円を計上した一方で、配当金82,350千円の支払いにより利益剰余

金が減少したことによるものであります。以上の結果、自己資本比率は、前事業年度末の58.9％から59.4％とな

りました。

 
(3)　会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(4)　経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5)　優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 
(6)　研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,000,000

計 15,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,490,000 5,490,000
東京証券取引所
 スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社の
標準となる株式で、単元株式
数は100株であります。

計 5,490,000 5,490,000 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2024年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年３月31日 － 5,490,000 － 872,800 － 933,556
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」につきましては、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 
① 【発行済株式】

     2024年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 5,488,900 54,889

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社の標準となる株
式で、単元株式数は100株でありま
す。

単元未満株式 普通株式 1,100 ― ―

発行済株式総数 5,490,000 ― ―

総株主の議決権 ― 54,889 ―
 

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が31株含まれております。

 
② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１. 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2024年１月１日から2024年３月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2024年１月１日から2024年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有

限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

当四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っ

ておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,511,816 3,506,969

  売掛金 259,305 283,732

  原材料 38,264 29,540

  預け金 224,873 215,689

  その他 252,661 254,175

  流動資産合計 4,286,922 4,290,107

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,714,089 1,748,137

   その他（純額） 412,816 437,576

   有形固定資産合計 2,126,906 2,185,713

  無形固定資産 64,442 64,762

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 301,130 267,879

   敷金及び保証金 469,215 477,147

   建設協力金 199,323 193,500

   その他 25,271 29,280

   投資その他の資産合計 994,941 967,806

  固定資産合計 3,186,289 3,218,283

 資産合計 7,473,212 7,508,391
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 439,472 413,743

  短期借入金 － 50,000

  １年内返済予定の長期借入金 336,546 320,056

  未払金 666,921 874,614

  未払法人税等 197,615 72,854

  賞与引当金 － 77,659

  その他 398,407 277,181

  流動負債合計 2,038,963 2,086,108

 固定負債   

  長期借入金 615,577 544,098

  資産除去債務 371,033 372,184

  その他 47,307 49,535

  固定負債合計 1,033,918 965,818

 負債合計 3,072,881 3,051,927

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 872,800 872,800

  資本剰余金 1,027,313 1,027,313

  利益剰余金 2,500,217 2,556,444

  自己株式 － △93

  株主資本合計 4,400,330 4,456,464

 純資産合計 4,400,330 4,456,464

負債純資産合計 7,473,212 7,508,391
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

 

          (単位：千円)

          当第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 2,887,730

売上原価 824,506

売上総利益 2,063,223

販売費及び一般管理費 1,846,660

営業利益 216,563

営業外収益  

 受取利息 551

 受取賃貸料 5,248

 受取手数料 2,862

 その他 11,086

 営業外収益合計 19,748

営業外費用  

 支払利息 1,049

 賃貸費用 5,277

 支払手数料 2,212

 その他 1,077

 営業外費用合計 9,615

経常利益 226,696

税引前四半期純利益 226,696

法人税、住民税及び事業税 54,868

法人税等調整額 33,251

法人税等合計 88,119

四半期純利益 138,577
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

   　保証債務

　　　下記の独立店について、仕入先からの仕入債務の一部に対し、債務保証を行っております。

 

 
前事業年度

(2023年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2024年３月31日)

株式会社スライヴカンパニー 15,237千円 14,515千円

株式会社Ｓｕｒｐｌｕｓ 3,115千円 2,994千円

合計 18,353千円 17,510千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
至　2024年３月31日)

減価償却費 55,348千円
 

 

(株主資本等関係)

当第１四半期累計期間(自　2024年１月１日　至　2024年３月31日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年２月14日
取締役会

普通株式 82,350 15.00 2023年12月31日 2024年３月12日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間(自　2024年１月１日　至　2024年３月31日)

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

項目
当第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

 直営店売上高

 その他

2,795,747
 

79,625

顧客との契約から生じる収益 2,875,373

その他の収益 12,356

外部顧客への売上高 2,887,730
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以

下のとおりであります。

項目
当第１四半期累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

(1)　１株当たり四半期純利益 25円24銭

(算定上の基礎)  

 四半期純利益（千円） 138,577

 普通株主に帰属しない金額（千円） －

 普通株式に係る四半期純利益（千円） 138,577

 普通株式の期中平均株式数（株） 5,489,989

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 24円27銭

(算定上の基礎)  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 220,351

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

2024年２月14日開催の取締役会において、2023年12月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　82,350千円

② 1株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 15円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　 2024年３月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

　2024年５月14日

株式会社魁力屋

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岡本　伸吾 印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柴田　直子 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魁力屋

の2024年１月１日から2024年12月31日までの第22期事業年度の第１四半期会計期間（2024年１月１日から2024年３月31

日まで）及び第１四半期累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魁力屋の2024年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。四半期財務諸表を作成する

に当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国

において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要があ

る場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講

じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に

ついて報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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